
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 春日部市立立野小学校だより           ＜学校教育目標＞ 
                                  心身共に健康で生きる力のある児童の育成 
                                  ～体づくりに励み、文化の香りのする学校～ 
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１２月・師走を迎えた２０２２年・寅年 

                         校長 石川 昌保  
                                                  

１２月・師走を迎え１年間で最も昼が短い冬至が近づいてきました。師走は年の暮れの慌ただしさの

キーワードとしてテレビなどで耳にすることが多い和風月名です。師走の由来は「年末に家々が師

（僧）を迎えるため、師が東西に忙しく走り回ることから」と言われていますが、他にも諸説あるようです。

間もなく大晦日となる２０２２年ですが、新型コロナウイルス感染症対策をしながら多くの教育活動を前

進させることができた寅年の１年間でした。これは保護者の皆様の御理解と御協力、御支援のおかげと

心から感謝申し上げます。 

 さて、１２月に入り６年生は中学校入学説明会の時期になりました。２０２３年３月に小学校を卒業し、４

月から中学校へ進学します。中学校は３年間で卒業になりますので、その時どの高校へ進学するか、

どの仕事に就くかを自ら選択することになります。６年生には３年後の進路選択の基礎になる小学校生

活の集大成としての３学期を、しっかり締めくくることを期待したいと思います。そう考えると６年生まで

の各学年も同じように４月から１つずつ進級し、将来の進路選択に近づいていくことになりますから、ど

の学年の子供たちも令和４年度のまとめとして、３学期の活躍を期待したいと思います。２学期の終業

式に子供たちに話したいことは、「自分を振り返り、よくできたことをさらに伸ばし、よくできなかったこと

があれば改善を考え、よりよい３学期になるように根気強く努力して頑張ってほしい」ということです。自

分を振り返り、客観的に見つめることは簡単ではありませんが、とても大切な視点だと考えています。自

分で自分を振り返り、自ら高めていくことができる力も大切な生きる力の一つだと思います。さらに将

来、人と関わり合いながら社会で生きていくとき、自分の言動を客観的に見つめることができれば、自

分の言葉やＳＮＳなどで誰かが苦痛を感じるようなことを避けることもでき、良好な人間関係を保つこと

ができると思うのです。 

ところで、１２月１０日が国連の人権デーであることから、法務省は１２月４日から１０日までを人権週

間としています。埼玉県では１１月を「いじめ撲滅強調月間」としての取組を行っており、学校ではいじ

めは重大な人権侵害であるということを繰り返し子供たちにお話ししてきました。また、生活アンケート

を行い子供たちの中の人間関係のトラブルやいじめの早期発見と早期対応に努めてきました。さらに１

１月末には「いじめ撲滅強化週間」を設定し、各学年の取組を行いました。誰かを傷つける人権侵害の

ような言動を避けるためには、自分の言動を客観的に見て正すことができる力を身に付けることがとて

も重要だと考えています。 

 新型コロナウイルス感染症は第８波を迎え、まだ終息が見えない状況が続いています。引き続き子供

たちの健康と安全を第一に考え、感染対策を徹底して教育活動を進めていきますので、保護者の皆

様の変わらぬお力添えをよろしくお願いいたします。迎える新年がよりよい年であることを願い、地域や

保護者の皆様の御健康をお祈り申し上げます。よいお年をお迎えください。 

春日部夢の森公園で植樹をしました 
 11 月 17 日（木）に、１・2 年生となかよし学級が『春日部夢の森公園』へ校外学習に行ってきまし

た。春日部夢の森公園は、里山の機能を持った環境保全やレクリエーションの場となる森づくりを県

民参加により進めている公園です。その一環として行われている「植樹」を体験してきました。児童一

人一人が、「大きく育つように」と願いを込めながら苗木を植えました。また、公園の自然についても学

ぶことができました。その後は、青空の下、芝生の上で楽しく遊び、楽しくお弁当を食べました。 

 近くに素敵な公園ができました。ぜひ公園へ足を運ばれ、子どもたちが植樹した苗木が大きくなる

様子を見守ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

感 謝 の 会  
 子どもたちが日頃からお世話になっているスク
ールガード・リーダーさん、交通指導員さん、登
下校見守りボランティアさん、校務員さん、給食
調理員さん、図書支援員さんをお招きして、「感
謝の会」を開催しました。感謝の気持ちを込めて
書いた手紙や花束をお渡ししました。これからも
立野っ子をあたたかく見守ってくださいますよう
よろしくお願いいたします。 

交通ルールを守る立野っ子に！ 
 11 月 1 日に 4 年生が「自転車
免許講習」を行い、交通ルールを
守った安全な自転車の乗り方に
ついて学びました。立野小の周辺 

は自動車の交通量が多いですが、12 月は、さらに交通量が多
くなります。“飛び出し”は、一瞬で命を失うことになるかもしれま
せん。学校では毎日、帰りの会で交通ルールを守る行動をする
よう児童に呼び掛けています。保護者、地域の皆様には、今後
も児童の見守りをお願いいたします。 

<校舎３階からの富士山> 

ＩＮ美術館 —素敵な作品が廊下を華やかにー 
 図工の時間に子どもたちが描いた作品が、教室前の廊下に飾られ

ました。11 月 8 日と 9 日には、『ＩＮ美術館』を開催し、保護者の皆様

に見ていただきました。子どもたちの作品には、それぞれ個性が表

れます。「みんなちがって、みんないい！」、これからも子どもたち一

人一人の良さを伸ばす教育を実践していきます。 

感染防止の御協力をお願いします 
 新型コロナウイルス感染は第 8 波に入ったと言
われています。また、今冬はインフルエンザの流行
も懸念されています。以下の感染予防の徹底につ
いて、再度、御協力を願いいたします。 
・毎朝の検温、健康観察カードの記入 
・うがい、手洗いの徹底 
・児童、御家族に発熱、風邪症状がある場合は、
登校を控えてください。 


